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要　　旨
　本研究は、小児用転倒・転落リスクアセスメントツール C-FRAT（Child Falls Risk Assessment Tool）第 3 版の評価
者間信頼性を、カッパ係数を算出して明らかにすることを目的とした。参加者は、A 病院の小児病棟で勤務する看護師
のうち、同意を得た 13 名であった。サークルベッドを使用する小児用の転倒・転落リスクアセスメントツール C-FRAT
第3版を使用した。アセスメント項目とリスク判定結果について、2名の評価者間信頼性の指標として、一致度を示す「カッ
パ係数」を算出した。参加者がアセスメントを行った回数は計 108 回であった（のべ 54 組）。各アセスメント項目のカッ
























告もある（東 , 地井 , 松本 ,2009）。
　一方で、小児が入院する病棟 252 施設を対象とした








ル、卯内 , 片岡 , 福田（2006）の小児の転倒転落アセス
メントスコアシートなどが報告されている。アセスメ











得た 13 名。なお、A 病院の小児病棟では、C-FRAT
を 2012 年 10 月より使用している。
2．調査期間

















1）小児の受け持ちである看護師 A が C-FRAT の用紙
下側の家族の記入欄を家族に記入してもらう。
2） 看 護 師 A が 家 族 の 記 入 欄 を 参 考 に し な が ら、
C-FRAT を用いて転倒・転落リスクの評価をする。
その際、家族の記入した小児や家族の状況と看護











その妥当性は感度 0.75、特異度 0.76 であったと報告し
ている。また、Hill-Rodriguez, Messmer, & Williams 
（2009）は Humpty Dumpty Fall Scale を作成してお
り、妥当性として感度 0.85、特異度 0.24 であったと報
告している。Ryan-Wenger, Kimchi-Woods,& Erbaugh
（2012）は Pediatric Fall Risk Assessment Tool を作成
















本 , 今 ,2007）、サークルベッド用転倒・転落リスクア







ツール C-FRAT 第 1 版は、2011 年 8 月～ 2012 年 2 月
にかけて 104 名の小児を対象に前向きコホート調査を
実施した（藤田 , 二星 , 湯浅 ,2014）。その結果をもとに
改良した C-FRAT 第 2 版は 2012 年 10 月から 2013 年
3 月にかけて 697 名の小児を対象に調査を実施し、そ
れらの結果から第 3 版を作成した。C-FRAT 第 3 版の
妥当性を示す指標である感度は 0.78、特異度は 0.76、
AUC は 0.83 であった（藤田 , 二星 , 藤原 ,2014）。
　これらのように、サークルベッド用転倒・転落リス
クアセスメントツール C-FRAT 第 3 版は妥当性につい
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　C-FRAT で評価をした小児 54 名の月齢の中央値
（25％タイル値、75％タイル値）は、19.0（11.0、26.0）
か月であった。54 名の小児に対して研究参加者が 2 名
ずつアセスメントを行い、計 108 回（54 組）のアセス
メントを行った。
　各アセスメント項目のカッパ係数は 0.414 ～ 1.000 で
あり、リスクの判定結果（ハイリスクまたはローリス





















0.60 であれば「中等度の一致（moderate）」、0.61 ～ 0.80
は「かなりの一致（substantial）」、0.81 ～ 1.00 は「ほ
ぼ完全な一致（almost perfect）」と報告されている
















た、中野 , 安達 , 池田（2009）の調査では、サークルベッ


































て一致度に違いがみられた。Landis & Koch （1977） は
一致度の強さの基準として、カッパ係数が 0.41 ～ 0.60
であれば「中等度の一致（moderate）」、0.61 ～ 0.80 は「か



























いことがある」についてはカッパ係数が 0.78 ～ 0.63 で
あり一致度はかなり高かった。小児の転落事故のうち、
親が子どものそばにいる状況で発生した事例が 61.9 ～
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